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Figure4:非調和ポテンシャルと吸収スペクトル:左側には非調和ポテンシャ
ル (実線)が調和ポテンシャル (破線)と重ねて書いてある｡また各エネル
ギー固有値にその波動関数の絶対値の2乗を重ねて書いておいた｡右側のグ
ラフは光の周波数 〟にたいする吸収を3つの散逸の強さの値Tにたいしてプ
ロットしたものである｡
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めているが【4ト線形スペクトルに限ってみてもさらに溶液の非調和性､溶液
分子の非線形結合の効果及び強非調和性の取り扱いの向上についても調べな
くてはならない｡
末筆ながら筆者の関心を化学物理に向けて下さった共同研究者の谷村書
隆氏に感謝します｡
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